
█ ウェルネスZEH
「風香る舎」の平面図

２
０
２
０
年
の
居
住
実
験

ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｈ「
風
香
る
舎や

」

近
年
、
住
ま
い
に
お
い
て
環
境
配
慮

と
と
も
に
健
康
へ
の
配
慮
が
重
視
さ
れ

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら

な
る
検
討
が
進
む
こ
と
と
思
う
。
実
験

集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
改
修

住
戸
「
風
香
る
舎
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

よ
り
「
健
康
」「
快
適
」
と
「
省
エ
ネ
」

の
両
立
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討

を
始
め
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
住
ま

い
で
あ
る
。
高
齢
者
と
同
居
す
る
核
家

族
を
居
住
家
族
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

❶ 

住
ま
い
の
試
み

住
戸
設
計
は
建
築
家
の
エ
ム
ズ
建
築

設
計
事
務
所
・
三
澤
文
子
氏
に
よ
る
。

建
築
の
特
徴
は
、
一
つ
目
に
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ス
ケ
ル
ト
ン
の
空
間

の
中
に
木
造
の
架
構
を
組
み
上
げ
、
木

と
と
も
に
暮
ら
す
家
と
な
っ
て
い
る
。

無
垢
材
を
多
用
し
、
木
の
香
り
と
安
ら

ぎ
を
楽
し
め
る
。
木
質
空
間
は
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
等
で
仕
上
げ
ら
れ
た
空
間
に

比
べ
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
疲
労
を

よ
り
早
く
緩
和
す
る
と
い
う
報
告
［
＊
1
］

や
、
ス
ギ
無
垢
材
を
内
装
に
用
い
た
室

内
空
間
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
・
高
血

圧
予
防
効
果
・
炎
症
抑
制
効
果
が
期
待

で
き
る
セ
ス
キ
テ
ル
ぺ
ン
類
の
濃
度
が

高
い
と
い
う
報
告
［
＊
2
］、
内
装
木
質

化
が
深
睡
眠
の
質
を
向
上
さ
せ
疲
労
回

復
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
示
し
た
報
告

［
＊
3
］
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
期

待
で
き
る
。

二
つ
目
に
、
中
間
領
域
と
な
る
間
口

幅
の
玄
関
土
間
が
あ
り
、
自
然
の
風
や

光
を
室
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
来
訪
者
が
Ｌ
Ｄ
Ｋ
ま
た
は
個
室
に

土
間
か
ら
直
接
入
る
こ
と
が
で
き
、
ア

ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
場
と
な
る
。

さ
ら
に
屋
外
と
室
内
の
温
熱
環
境
的
な

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
な
り
、
居
室
部

分
の
温
熱
環
境
を
有
利
に
保
つ
。

三
つ
目
に
、
続
き
間
や
天
窓
な
ど
に

よ
り
、
風
が
南
北
に
住
戸
内
を
通
り
抜

け
る
。
摺
り
上
げ
下
げ
障
子
を
配
す
る

こ
と
に
よ
り
、
通
風
時
に
南
側
の
立
体

街
路
（
共
用
廊
下
）
を
行
き
か
う
人
の

視
線
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
い
。「
キ
ャ

ブ
コ
ン
」・「
ブ
レ
ス
」（
三
協
ア
ル
ミ
社

製
）
と
い
う
開
口
設
備
に
よ
り
、
就
寝

時
や
外
出
時
に
も
通
風
を
確
保
し
て
お

く
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
他
、
居
住
者
の
住
み
や
す
さ
へ

の
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
健
康
」
へ
の
配
慮
の
一
つ
と
し
て

「
食
」
を
大
切
に
し
た
暮
ら
し
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、
台
所
が
住
ま
い

の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
プ
ラ
ン
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
周
り
に
居
間
、

食
堂
の
他
、
ち
ょ
っ
と
一
息
つ
け
る
Ｄ

Ｅ
Ｎ
（
朝
食
ス
ペ
ー
ス
）、
軽
く
食
事
も

で
き
る
サ
ブ
ダ
イ
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

居
場
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
感

染
症
予
防
の
手
洗
い
慣
行
の
た
め
に
、

リ
ビ
ン
グ
に
近
く
、
来
客
に
も
使
い
や

す
い
場
所
に
洗
面
所
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
モ
ノ
を
「
使
う
と
こ
ろ
に
仕
舞

う
」
こ
と
を
徹
底
し
、
収
納
は
分
散
し

て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
家
事
室
と
な
る

ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
は
、
衣
類
収
納
室

を
兼
ね
て
お
り
、
天
窓
か
ら
光
が
入
り
、

明
る
く
爽
や
か
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
寝
室
の
近
く
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ト
イ
レ
が
配
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
住
ま
い
の

換
気
が
重
視
さ
れ
る
。
集
合
住
宅
で
は
、

実験集合住宅 NEXT21 は、大阪市天王寺区にある大

阪ガスの実験住宅である。1993 年に竣工し、社員家族

が実際に居住し、様々な提案と実験、検証を行う。地上

６階、地下１階の建物で、３階以上に 18 戸の住戸がある。

建物は「スケルトン・インフィル方式」で建設されている。

構造躯体となるスケルトンは 100 年以上使える耐久性を

持たせ、住戸等の内装部分となるインフィルは、居住者の

入れ替わりや生活の変化に合わせ、改装されることを前

提としている。スケルトンを傷つけずにインフィルを変更で

き、住戸規模の変更を含む自由な改修設計ができる。

外壁部分には、部品化し、移設や取り替えができる「シ

ステムズビルディング」が採用されている。部品の再利用

により、廃材を減少させることができる。

また、高い階高を利用し、天井裏や床下に配管やダク

トのためのスペースを確保し、さらにフレキシブル配管を

採用することで、水廻り設計の自由度を確保し、風呂やト

イレの位置変更も可能である。

共用廊下は、まちの街路空間であるという考え方に基

づき、回遊性、経路の選択性、公共性、開放性などに

配慮し、「立体街路」として設計された。子どもの遊び場

や散歩空間として居住者に親しまれている。

大規模な建物緑化も行っている。屋上から１階まで、

約 1000㎡の緑地を縦方向に積み重ね、各階に野鳥や蝶

等の昆虫が飛来している。

竣工以来住まいに関する検討は継続して行われ、住戸

の改修計画を通じて、その時代の課題に対する提案が行

われてきた。

エネルギーシステムは竣工当初より、「燃料電池を用い

たコージェネレーションシステム」が採用されている。当

初は住棟システムに燃料電池が設置されていたが、燃料

電池の小型化に伴い、現在は住戸ごとのシステムが中心

となっている。

直近の改修・提案には、「ウェルネス ZEH『風香る舎』」

の他、「72 時間自立システム」の構築、「健康管理 IoT

住戸」がある。

「未来を試せる、集合住宅」。
大阪ガス社員が実際に居住し、「環境」「エネルギー」「暮らし」の面から様々な提案・実験・検証を実施。

実験集合住宅 NEXT21

ランドリー

デッキ

一息つけるくつろぎのスペース。
窓際のソファーベンチから庭も楽しめる。

手洗い慣行のため洗面台はリビングの近く
に。健康管理のためのスペース。

宿泊も可能な客室としての和室。天井は梁
あらわし天井。小屋裏は設備のメンテナン
ス空間であり物置として使える。

摺り上げ下げ障子があり、
プライバシーを保ちながら風を通せる。

人を招き入れやすく、
自然の風や光を取り入れる
玄関土間。

引き戸を開けると一室空間となる。

各個室には直接入れるトイレがある。物干し室と衣類収納室を兼ねた
ランドリースペース。 DEN

台所

玄関土間

サブ
ダイニング

居間・食堂

浴室

個室①
個室②

個室③

トイレ
和室

NEXT21ホームページ 
https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/next21/  

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
に
向
け
て

２
０
２
０
年
、
全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

拡
大
し
、
未
曾
有
の
事
態
と
な
っ
た
︒
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒
住
ま
い
に
関
し
て
は
、

長
い
在
宅
期
間
を
過
ご
す
と
い
う
体
験
を
否
応
な
し
に
強

い
ら
れ
、
多
く
の
方
が
住
ま
い
を
よ
り
快
適
な
場
所
に
し

た
い
と
考
え
ら
れ
た
︒
結
果
と
し
て
、
住
ま
い
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
気
が
す
る
︒
コ
ロ
ナ
禍
後
の
住

ま
い
の
模
索
や
提
案
も
既
に
出
て
き
て
い
る
︒
本
稿
で
は
、

実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
直
近
と
過
去
の
居

住
実
験
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
も
通
じ
る
内
容
を
中
心
に

紹
介
し
た
上
で
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
た
い
︒

加
茂
み
ど
り

Kam
o M

idori

［
か
も
・
み
ど
り
］

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

文
化
研
究
所
研
究
員
。
大

阪
ガ
ス
入
社
後
、
リ
ビ

ン
グ
事
業
部
を
経
て
、

2
0
0
7
年
よ
り
現
職
。

京
都
大
学
博
士
（
工
学
）。

一
級
建
築
士
。
大
阪
商
業

大
学
非
常
勤
講
師
。
国
立

研
究
開
発
法
人
建
築
研
究

所
研
究
評
価
委
員
会
住

宅
・
都
市
分
科
会
委
員
、

神
戸
市
す
ま
い
審
議
会
委

員
、
堺
市
住
宅
ま
ち
づ
く

り
審
議
会
委
員
、
大
阪
市

あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
マ
ン

シ
ョ
ン
有
識
者
会
議
委
員

等
。

4647 C E L   N o v e m b e r   2 0 2 0C E L   N o v e m b e r   2 0 2 0



█ ウェルネスZEH「風香る舎」の設備・システム

［4G HOUSE］

［しなやかな家］ ［プラスワンの家］

［住み継ぎの家］

█ ウェルネスZEH「風香る舎」の最寒時間帯（1月10日6 時）室温
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ZEH計算結果

BEI＝0.39

1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー（
G
J
／
年
）

基本
ケース 風香る舎

消費分 発電分

20.0℃

19.9℃
20.0℃

17.4℃

19.9℃

18.1℃

20.0℃ 18.1℃

15.5℃

20.0℃20.0℃

シ
ョ
ン
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
の
Ｗ
発
電

に
よ
る
創
エ
ネ
に
よ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
実

現
し
た
。
さ
ら
に
床
暖
房
＋
気
流
を
感

じ
な
い
天
井
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
睡
眠
の
質
を
向
上
さ
せ
、
快
適

か
つ
健
康
的
な
住
ま
い
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
験
結
果
か
ら

過
去
に
行
っ
た
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
21
の
住
戸
提
案
に
お
い
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
後
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

「
住
み
継
ぎ
の
家
（
2
0
1
1
）」
で
は
、

玄
関
と
は
別
に
個
室
に
直
接
入
れ
る
出

入
り
口
が
あ
る
。
当
初
は
個
人
が
直
接

社
会
と
つ
な
が
り
、
個
人
の
来
客
も
迎

え
ら
れ
る
こ
と
、
介
護
や
育
児
サ
ー
ビ

ス
の
動
線
と
な
る
こ
と
等
が
ね
ら
い
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
対
応
や
感
染
者
と
の
生
活

動
線
の
分
離
が
で
き
る
。
ま
た
、「
４

Ｇ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
2
0
1
4
）」
で
は
、

「
ひ
と
り
の
部
屋
」
を
設
け
た
。
こ
の

住
戸
は
、
小
規
模
家
族
の
共
同
居
住
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
敢
え
て
選
ん

だ
共
同
生
活
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り
で

過
ご
し
た
い
時
、
誰
に
も
会
い
た
く
な

い
時
も
あ
る
。
わ
ず
か
３
㎡
足
ら
ず
の

空
間
だ
が
、
家
族
の
誰
も
が
、
そ
ん
な

時
に
籠
も
れ
る
室
で
あ
る
。
在
宅
ワ
ー

ク
時
に
、
家
族
と
離
れ
て
作
業
に
集
中

し
た
い
時
に
も
使
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

複
数
人
が
横
に
な
ら
ん
で
別
の
作
業
が

で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
け
た
。
こ
こ

で
は
自
分
の
作
業
に
没
頭
し
つ
つ
、
隣

に
家
族
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。「
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
家
（
2
0
1
4
）」

は
土
間
で
区
切
ら
れ
た
離
れ
と
な
る
室

が
あ
る
。
初
老
の
夫
婦
と
成
人
し
た
子

ど
も
が
母
屋
と
離
れ
に
暮
ら
す
他
、
夫

婦
と
そ
の
親
が
暮
ら
す
、
交
流
の
た
め

の
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
使
う
等
が
考
え
ら

れ
る
が
、
離
れ
の
仕
事
場
と
し
て
の
利

用
、
感
染
者
と
家
族
の
分
離
に
も
役
立

つ
。「
し
な
や
か
な
家
（
2
0
1
3
）」
は
、

料
理
教
室
を
開
く
こ
と
を
前
提
と
し
、

家
の
玄
関
と
は
別
に
教
室
用
の
玄
関
が

あ
る
。
住
戸
は
教
室
に
使
わ
れ
る
ゾ
ー

ン
と
家
族
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に

分
け
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

二
つ
の
玄
関
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
や
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
家
族

の
ス
ペ
ー
ス
の
分
離
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い

コ
ロ
ナ
禍
後
に
お
い
て
特
に
必
要
と

な
る
様
々
な
配
慮
が
あ
る
。
現
時
点
で

整
理
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
多
く
の
方
が
、「
豊
か
に
、

快
適
に
過
ご
す
」
こ
と
を
重
視
さ
れ
た
。

快
適
な
温
熱
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
自

分
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
や
す
い
空
間
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
、
住
ま
い
で
の
楽
し

み
の
創
出
や
ソ
ト
の
空
間
を
感
じ
な
が

ら
暮
ら
す
こ
と
、
家
事
負
担
を
軽
減
し
、

家
事
を
楽
し
む
こ
と
、
他
者
と
の
距
離

感
の
調
整
が
で
き
る
こ
と
も
望
ま
れ
た
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
喪
失
し
た
様
々

風
通
し
を
確
保
で
き
な
い
状
況
も
多
い

が
、
機
械
換
気
で
は
な
く
、
自
然
換
気

を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
幅

広
い
玄
関
土
間
な
ど
の
中
間
領
域
は
、

風
や
巣
ご
も
り
生
活
の
中
で
ソ
ト
を
感

じ
ら
れ
る
空
間
と
し
て
、
意
味
の
あ
る

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

❷ 「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｈ［
＊
4
］」の
試
み

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
は
「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
や
冷
暖
房
機
器

と
換
気
の
工
夫
に
よ
り
、
冬
期
居
室
温

度
18
℃
以
上
か
つ
室
間
温
度
差
３
℃
以

内
を
実
現
し
、
健
康
性
と
快
適
性
を
両

立
さ
せ
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
」
を
指
す
。
早

稲
田
大
学
教
授
・
田
辺
新
一
氏
、
慶
應

義
塾
大
学
教
授
・
伊
香
賀
俊
治
氏
、
芝

浦
工
業
大
学
教
授
・
秋
元
孝
之
氏
と
、

大
阪
ガ
ス
か
ら
な
る
検
討
グ
ル
ー
プ
で

定
義
・
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
断
熱
性
能
を
高
め
、
究
極
の
省

エ
ネ
性
を
実
現
し
た
。
Ｕ
Ａ
値
＝
０
・

２
Ｗ
／
（
㎡
・
Ｋ
）、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
＝
０
・
39

を
達
成
し
、
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
５
つ
星
認
定

を
受
け
て
い
る
。
開
口
部
は
樹
脂
サ
ッ

シ
と
Ｌ
ｏ
ｗ
︱

Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
用
い
、

床
壁
天
井
の
６
面
に
断
熱
を
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
（
P
V
・
３
・

６
KW
）
と
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

居間
食堂

台所
DEN

個室② 個室①

個室③

ひとりの
部屋

私と娘の
部屋

祖母の
部屋

居間・食堂
プラスワン
ルーム

壁
面
収
納

ベ
ッ
ド

母の部屋

洗面脱衣

台所

台所主寝室

室① 室②

室③ミニキッチン

4G's wall
玄関

玄関

居間食堂
台所

夫の
個室

妻の
個室

居間・
食堂

玄関

土間

土間

土間

台所

和室

露台

食堂

みんなの部屋

浴室

和室

玄関土間

トイレ

UA値=0.2

BEI=0.39

EF

PV 設置（外部廊下手摺部）

天井放射パネル

通風

自然換気窓「ブレス」（三協アルミ社製）他

20 年度機エネファーム（発電効率 55％）

全居室にガス床暖房と天井放射冷暖房（インターセントラル社製）

PV設置範囲

自然通風口
「キャブコン」
（三協アルミ社製）

通風用小窓付き引き戸

蓄熱材

放射面

チャンバー
ボックス

井戸端
コーナー

教室用
玄関

デッキ

サブ
ダイニング

「風香る舎」の内観と外観。左から「光と風が通る続き間（個室）」「家族や来客が集う居間・食堂」「中間領域となる玄関土間」「立体街路（共用廊下）からの外観」

室内環境設計監修：早稲田大学 田辺 新一教授、 慶應義塾大学 伊香賀 俊治教授、 芝浦工業大学 秋元 孝之教授

出入り口

居室扱いとならない玄関土間を除き、全室が
18℃以上、温度差3℃以内となっている。

消費量 エネファーム太陽光

ランドリー
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室内で転倒！
倒れた時の

衝撃は3G…！

［個人ごとのメニュー画面］ ［転倒検知イメージ］［肌分析・シミ検知画面］

［72時間自立システム］

空調

給湯

トイレ

都市ガス（中圧）

上水ポンプ

中水ポンプ

停電対応
ガスエンジン発電（31kW）

エネファーム（700W）

ガバナ

低圧ガス

上水槽 12㎥ 、中水槽 3.6㎥ （共用）

最大500W ／戸

排熱

最大1200W ／戸

排熱熱源吸収式冷温水器

［基準と備蓄数量］18住戸×3.5人／戸と想定

物品 認定基準 数量

飲料水 戸数×42L  2L×380本

食料 人数×14食
or 防災かまど

非常食 600 食
＋ 防災かまど（燃料含む）

トイレ マンホールトイレ マンホールトイレ

生活用水 防災井戸 or 貯留槽
（戸数×112L）

上水槽12㎥ （12kL）＋
中水槽3.6㎥ （3.6kL）

避難場所 200㎡以上 見学用共用スペース（240㎡）

その他 救出救助用資材 担架や救急箱の他、
認定基準通りの備品

な
機
会
を
〝
バ
ー
チ
ャ
ル
技
術
〟
と

〝
現
実
〟
を
組
み
合
わ
せ
、
補
完
す
る

こ
と
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
住
ま
い

で
働
く
」
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

働
く
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
必
要
に
な

る
が
、
作
業
場
所
の
選
択
肢
を
持
つ
こ

と
も
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
日
常
化
す
れ
ば
、
田

舎
や
郊
外
居
住
が
促
進
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

そ
し
て
、
特
に
「
感
染
を
乗
り
越
え

る
（
感
染
を
防
ぐ
・
感
染
者
と
同
居
す
る
）」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
配
慮

が
必
要
だ
ろ
う
。
換
気
経
路
や
風
通
し

の
確
保
が
必
要
と
な
る
他
、
負
圧
ゾ
ー

ン
を
作
る
こ
と
や
、
設
備
の
非
接
触
化

を
進
め
る
こ
と
も
ウ
イ
ル
ス
拡
散
を
防

ぐ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
配
達

の
た
め
の
置
き
配
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ

と
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
住
ん
で
い

る
だ
け
で
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ

れ
る
「
健
康
管
理
を
目
的
と
し
た
Ｉ
ｏ

Ｔ
住
戸
」
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
で
提
案
し
て

い
る
が
、
こ
れ
も
関
心
を
集
め
た
。

最
後
に
、「
暮
ら
し
を
支
え
る
シ
ス

テ
ム
」
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
在
宅
時

間
が
長
い
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

増
え
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
在
宅
ワ
ー

ク
や
、
家
で
動
画
サ
ー
ビ
ス
等
を
楽
し

む
に
は
、
容
量
の
大
き
な
電
気
・
通
信

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、

感
染
拡
大
と
災
害
の
同
時
発
生
時
、
密

を
避
け
る
た
め
に
避
難
所
に
は
行
け
な

い
場
合
も
あ
る
。
自
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
自
立
シ
ス
テ
ム
は
、
万
が
一
の
時

に
大
き
な
安
心
と
な
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21

で
は
「
72
時
間
自
立
可
能
な
住
棟
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
し
、
実
際
に
停
電
さ
せ
、

検
証
す
る
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

大
き
な
方
向
性
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
住

ま
い
の
検
討
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

住
ま
い
の
検
討
の
本
質
が
、
人
の
豊
か

さ
と
幸
せ
を
考
え
る
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
は
、
多
く
の
方
が
再
認
識
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

注＊
1	

齋
藤
ゆ
み
他
「
木
質
空
間
お
よ
び
ビ
ニ
ル
空
間
に

お
け
る
疲
労
・
ス
ト
レ
ス
の
緩
和
効
果
」『
木
材
学
会

誌
』
木
材
学
会
、55
巻
２
号
、
1
0
1
～
1
0
7
頁
、

2
0
0
9

＊
2	

清
水
邦
義
他
「
ス
ギ
材
を
内
装
材
と
し
て
使
用
し

た
室
内
空
間
に
お
け
る
揮
発
性
成
分
の
分
析
お
よ

び
そ
の
季
節
変
動
」『
木
材
学
会
誌
』
木
材
学
会
、

63
巻
３
号
、
1
2
6
～
1
3
0
頁
、
2
0
1
7

＊
3	

西
村
三
香
子
、
伊
香
賀
俊
治
他
「
睡
眠
の
質
と

日
中
の
知
的
生
産
性
を
高
め
る
住
宅
内
装
木
質

化
率
に
関
す
る
被
験
者
実
験
」『
空
気
調
和
・
衛

生
工
学
会
平
成
28
年
度
大
会
学
術
講
演
論
文
集
』

第
6
巻
、
2
0
1
6

＊
4	

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
は
商
標
登
録
申
請
中
。
Ｚ

Ｅ
Ｈ
はN

et Zero Energy H
ouse

の
略
。

高齢化が進む中、健康寿命を延ばすことが求められて

いる。健康管理のため、住空間の中に様々なセンサーや

多機能のカメラを配することで、体重・体形・体温などの

バイタルデータを普段通りの生活の中で収集し、顔認証

技術により個人ごとのデータを自動で蓄積していくシステ

ムの試作を NEXT21 の健康管理 IoT 住戸で行っている。

データの日々の変化を見ることで、居住者が健康管理に

配慮するきっかけにもなる。

たとえば、朝、毎日体重計に乗ると、システムが作動し、

体重だけでなく、身長、体温（表面体温）のデータを一

括で取得し、同時に BMI も計算する。

そのデータが家庭内サーバーに蓄積され、インターフェ

イスの画面から、自分の顔を選び、タッチすると、現在お

よび過去のデータが表示される。自身で確認するだけで

なく、体温などに大幅な変化があれば、あらかじめ指定

した家族に知らせる機能についても検討を進めている。

また、睡眠時の無呼吸状態や、住戸内での転倒も検知す

る。

これらの機能は、通常のカメラと赤外線カメラ、そして、

奥行きの情報を取得する深度センサーを内蔵したデプス

カメラにより行う。睡眠時の胸の動きをもとに呼吸の状況

を検知、在室する人の骨格を大まかにとらえ、転倒を検

知し、アラームを発報する。外部にいる人にはメールを使っ

て異常を伝えることができる。

また、洗面所の鏡に顔を映すことでシミの検知・診断

ができる。シミができそうな部分をグレーに表示する。以

前の画像と比べて変化があるかどうかがわかり、スキンケ

ア商品やサプリメントの効果を確認することができる。

今後、まずは操作性・センシング精度の向上に関し検

証を行い、短期の居住などで確認していく予定である。

普通に生活するだけで、体重・体形・体温などを記録・蓄積し、異常事態検知でアラーム発報

志波徹・岡原慶輔（大阪ガス㈱エナジーソリューション事業部計画部環境・政策チーム）

健康管理IoT住戸

災害時、人が飲食なしで、生き延びられる限界は 72 時

間（3 日間）と言われている。したがって、避難所や自宅

で避難生活をおくることになった場合は、災害発生後 72

時間はできるかぎり救助活動や行政の復旧活動に負荷を

かけないことが望ましい。よって防災拠点等は 72 時間を

目安に自立することが求められる。さらに昨今の新型コロ

ナウイルス感染拡大などの新たなリスクを鑑みた場合、自

宅での自立した避難生活はより望ましいといえる。

そこで、NEXT21 では、自然災害に備え、停電・断水

時も、罹災後 72 時間自立できる住棟を構築した。

まず、ガスについては、NEXT21 は、中圧管を直接引

き込んでいる。これまでの実績から、中圧管は震度７程

度の大地震が起こっても、供給停止をする可能性はほと

んどない。今回の想定でもガス供給は停止しないとした。

次に電気については、地下に 31kW 停電自立対応ガス

エンジンコージェネレーションが設置されており、上水ポ

ンプや共用部空調機器、共用部照明などへ電力供給を行

う。各戸には 500W の電力を供給する。燃料電池が設置

された住宅では、さらに 700W の電力が使用できる。

上水は、地下に 12㎥の貯水槽があり、それを飲料以

外の生活用水に使用し、飲用水は、ペットボトルで備蓄し

ている。また、共用部のトイレには中水を供給し、上水

の使用を削減できる。この上水槽の大きさに限りがある

ため、各戸には使用制限を依頼する。食料や飲用水など

の防災用品も倉庫に備蓄し、２階の共用廊下には、防災

かまどベンチや、バール等の救出用品などを収納する「収

納ベンチ」を設置している。また、各戸と共用部のトイレ

は使用可能ではあるが、万一の場合に備え、１階にマン

ホールトイレを設置できるようにしている。

2020 年８月には、実際に住棟を 48 時間停電させ、様々

なデータを取得する居住者実験を実施した。

増え続ける自然災害に備え、停電・断水時も、罹災後72 時間自立できる住棟を構築

志波徹・岡原慶輔（大阪ガス㈱エナジーソリューション事業部計画部環境・政策チーム）

72時間自立システム

ガス

電気

水道
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